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全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
民
主
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
な
ど
で
全
く
取
り
上
げ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
政
権
発
足
早
々
に
、
悉
皆
方
式
か
ら
抽
出
方
式
へ
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
抽
出
率
四
〇
％
で
の
概
算
要
求
が
行
わ

れ
た
が
、
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
予
算
の
圧
縮
が
求
め
ら
れ
、
最
終
的
に
平
成
二
十
二
年
度
予
算
で
は
三
〇
％
に

な
っ
た
。

抽
出
率
に
つ
い
て
、
鈴
木
副
大
臣
は
、
「
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
る
と
次
に
統
計
的
に
意
味
が
あ
る
の
は
一
〇
パ
ー
セ
ン

ト
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。
二
〇
と
か
三
〇
と
い
う
の
は
あ
ん
ま
り
意
味
が
な
く
て
」
（
十
月
二
十
二
日
の
記
者
会
見
：
出
典
：
文

部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
「
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
な
議
論
の
積
み
重
ね
の
結
果
、
あ
る
い
は
統
計
学
の

方
々
に
も
伺
っ
た
結
果
、
概
算
要
求
を
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
基
本
的
に
は
堅
持
し
た
い
」
（
十
一
月
二

十
六
日
の
記
者
会
見
：
出
典
：
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
目
的
は
、
「
国
が
、
全
国
的
な
義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
向
上
の
た
め
、
児
童

生
徒
の
学
力
・
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
教
育
の
結
果
を
検
証
し
、
改
善
を
図
る
」
、
「
各
教
育
委
員
会
、
学
校
等

一



が
、
全
国
的
な
状
況
と
の
関
係
に
お
い
て
自
ら
の
教
育
の
結
果
を
把
握
し
、
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
検
証
改
善

サ
イ
ク
ル
の
確
立
を
図
る
」
、
「
各
学
校
が
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
力
・
学
習
状
況
を
把
握
し
、
教
育
指
導
や
学
習

の
改
善
等
に
役
立
て
る
」
こ
と
で
あ
る
。
国
の
教
育
施
設
等
の
一
層
の
改
善
を
図
る
た
め
、
大
学
等
の
研
究
機
関
の
専
門
的

な
知
見
を
活
用
し
、
悉
皆
調
査
の
利
点
を
活
か
し
た
高
度
な
分
析
・
検
証
に
関
す
る
調
査
研
究
も
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算

に
お
い
て
新
た
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
抽
出
方
式
に
改
め
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」
の
目
的
・
機
能
が
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

二

抽
出
率
三
〇
％
で
政
府
が
め
ざ
す
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
目
的
を
達
成
で
き
る
の
か
。
な
お
、
回
答
の
際

は
、
鈴
木
副
大
臣
の
「
（
抽
出
率
）
二
〇
と
か
三
〇
と
い
う
の
は
あ
ん
ま
り
意
味
が
な
い
」
「
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
の

は
い
ろ
い
ろ
な
議
論
の
積
み
重
ね
の
結
果
、
あ
る
い
は
統
計
学
の
方
々
に
も
伺
っ
た
結
果
」
と
の
記
者
会
見
で
の
発
言
を
踏

ま
え
て
回
答
さ
れ
た
い
。

三

悉
皆
調
査
継
続
の
意
見
書
を
採
択
し
た
地
方
議
会
が
二
十
二
に
上
り
、
石
川
県
な
ど
全
公
立
学
校
が
希
望
利
用
方
式
で
参

加
す
る
自
治
体
も
生
じ
て
い
る
。
地
方
自
治
体
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
の
抽
出
方
式
へ
の
見
直
し
で
あ
っ
た
の

か
、
政
務
三
役
に
お
い
て
抽
出
方
式
に
見
直
し
を
決
定
し
た
過
程
の
説
明
を
求
め
る
。
な
お
、
回
答
の
際
は
、
平
成
二
十
二

二



年
は
、
三
年
前
に
小
学
六
年
生
だ
っ
た
生
徒
が
、
中
学
三
年
生
と
な
り
調
査
に
参
加
す
る
の
で
、
三
年
間
の
学
習
の
成
果

を
、
定
点
観
測
に
よ
り
検
証
で
き
る
初
め
て
の
機
会
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
え
て
「
抽
出
方
式
」
に
切
り
替
え
る
合
理

的
な
理
由
が
な
い
と
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
回
答
さ
れ
た
い
。

四

「
抽
出
調
査
の
対
象
外
で
あ
っ
て
も
、
設
置
者
が
希
望
す
れ
ば
、
国
か
ら
同
一
の
問
題
の
提
供
を
受
け
、
調
査
を
実
施
」

で
き
る
希
望
利
用
方
式
も
併
用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
「
採
点
・
集
計
等
は
、
設
置
者
が
自
ら
の
責
任
と
費
用
負
担
で
行

う
」
と
さ
れ
て
お
り
、
有
料
で
あ
り
事
務
処
理
の
負
担
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
抽
出
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
者
と
比
べ
て
不
公

平
で
あ
り
、
財
政
力
の
弱
い
地
方
自
治
体
は
参
加
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
考
え
を
問
う
。

ま
た
、
希
望
利
用
方
式
に
お
け
る
国
か
ら
の
問
題
の
提
供
方
法
（
印
刷
し
た
上
で
必
要
部
数
を
提
供
か
、
原
簿
の
提
供

か
、
電
子
媒
体
で
提
供
し
印
刷
は
各
自
治
体
が
行
う
の
か
な
ど
）
も
あ
わ
せ
て
問
う
。

五

抽
出
方
式
に
改
め
た
利
点
は
、
予
算
が
縮
減
さ
れ
た
こ
と
の
み
に
思
え
る
が
、
悉
皆
方
式
と
比
較
し
て
の
抽
出
方
式
の
利

点
を
示
さ
れ
た
い
。

六

民
主
党
の
「
日
本
国
教
育
基
本
法
案
」
に
は
、
「
何
人
も
、
そ
の
発
達
段
階
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
、
適
切
か

つ
最
善
な
教
育
の
機
会
及
び
環
境
を
享
受
す
る
権
利
を
有
す
る
。
」
と
い
う
理
念
が
示
さ
れ
て
い
る
。
悉
皆
方
式
に
よ
れ

三



ば
、
個
々
の
子
供
の
学
習
状
況
や
発
達
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
き
め
細
か
い
教
育
を
行
う
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
悉
皆
方
式
と
抽
出
方
式
で
は
、
ど
ち
ら
が
同
法
案
の
理
念
を
実
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
か
、
見
解
を
問

う
。
な
お
、
「
学
力
テ
ス
ト
だ
け
が
同
法
案
の
目
的
を
達
す
る
唯
一
の
ツ
ー
ル
で
は
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
回
答
で
は
な

く
、
あ
る
い
は
財
源
上
の
制
約
を
理
由
に
す
る
の
で
は
な
く
、
悉
皆
方
式
と
抽
出
方
式
で
は
、
ど
ち
ら
が
同
法
案
の
理
念
を

実
現
す
る
の
に
政
策
的
に
適
し
て
い
る
の
か
を
明
確
に
回
答
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


